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汐見文隆様 

谷口愛子様宅に於ける 

風力発電機起因の低周波音 

に関する被害調査報告書 
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  計測地：〒649-1101 和歌山県日高郡由良町畑  

1. 目的、計測、考察、結論、地図 

2. 状況説明、由良守生議員の一般質問と町長答弁（23 年 12 月由良町定例会） 

3. 2008 年 11 月 11 日大阪ガス株式会社「広川明神山風力発電所の操業開始について」 

4. 2007.10.22 東京新聞「低周波音〝公害〟恐怖訴え」 

5. 2011.11.17 朝日新聞「深夜の給湯器近隣トラブル」 

6. 2011.12.11 愛媛新聞、朝日新聞「日弁連、伊方町で風車被害調査」 

7. 「風力発電を考える全国集会資料」佐世保市 宇久診療所所長 有吉靖医師 

8. 1/3 Oct-Band 周波数分析図& Contour 図 一式 
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目的：谷口愛子氏は、1963 年（昭和 38 年）3 月から住まわれる現住所に於いて、大阪ガス

株式会社（本社：大阪市中央区平野町、代表者：尾崎 裕）の 100%子会社である株式会社

ガスアンドパワーインベストメント（本社：大阪市中央区淡路町、代表者：三田 進）と双

日株式会社（本社：東京都港区赤坂、代表者：加瀬 豊）が共同出資する株式会社広川明神

山風力発電所（本社：和歌山県有田郡広川町、代表者：末澤 徹）が、2008 年（平成 20 年）

11 月 11 日に操業を始めたと同時に、胃の具合が悪くなったこと、重ったるいどうしようも

ないしんどさがあること、死にたい願望に見舞われることなど、その当時から続く不定愁

訴の原因を、本年 11 月 18 日から 20 日迄の 3 日間、酷い耳痛が続くまで、自身の長期にわ

たる体調不良の原因が巨大 3 枚翼風力発電機が回転する結果であることに気付かないでい

て、不眠も続いているので、医師の医学的見解を得る為にも低周波空気振動の実態を把握

したい、とのご意向で計測していただきました。 

計測： 

NA-18A を配送し、2011/12/28 17:23:22 から、被害感覚が顕著である 1 階台所に低周波

音レベル計を設置して、16 時間 40 分、10 秒毎の Lp（瞬時値）を記録していただきました。

基本的な 1/3 オクターブバンド周波数分析図(折れ線グラフ)は、縦軸に音圧レベル dB（デ

シベル）、横軸に 1/3 オクターブバンド中心周波数 Hz（ヘルツ）を示し、室内での計測は明

記しない限り「窓閉め」です。グラフは、通過車両など背景音の低値時間帯を対象に作成

しました。 

考察： 

低周波音被害は凡そ 40Hz 以下の空気振動が、一定の周波数かつ一定の音圧レベルで

Peak（卓越周波数）を形成しつつ継続するときに発生することが、汐見文隆先生の長期間

の調査で判明しています。その被害は主として、労働環境下ではなく、心身を休め家族が憩

うための場、家庭（自宅内）において生じる、住宅内限定での外因性疾患です。また、巨大風

車近傍などの極めて特殊な環境でなければ、凡そ 10～40Hz の空気振動に原因があり、巨

大風車近傍であれば、凡そ 5Hz 以下に Peak が認められます。 

考察：病態 

汐見医師は、同じ音（空気振動）でありながら、低周波音被害と騒音被害は似て非なる

ものであると指摘しています。 

多くの低周波音被害はこれまで、騒音苦情として処理され、単に騒音を測定して若干の

基準超過を認めて被害と認定し、設置場所の形だけの移動、隔壁の強化や防音壁の設置を

その対策として済まされた例が殆どです。これらの防音対策は、関係する人々の良かれと

の思惑に反し、まず総て低周波音被害を増悪し、その結果は、全く被害は改善しないとい

う被害者側の不満と、これだけ対策してもまだ不足があるか、という加害者側の不満が対

立し、被害から逃れられない受音側と、なりたくもない加害者に仕立てられてしまう音源

側との無益な対立は、修復不能へと激化することになってしまいます。 

同医師は、次の点を被害者の訴えから聴取すれば、低周波音被害と騒音被害との鑑別に

ついて、低周波音測定以前にある程度の予想が可能であると考えられています。 
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（1） 騒音被害は、難聴者を除いてまず家族全員に現れる。低周波音被害は個人差がひど

く、家族の中のただ一人だけの被害ということもしばしば見られる。 

（2） 騒音被害は即発性であるが、低周波音被害は遅発性であって、年余の潜伏期を経て

発生することも多い。つまり数年間影響が感知されないということである。これ迄

に承知されている最短の潜伏期は 3 週間、4～5 年という長期の低周波音曝露期間に

及ぶこともある一方、巨大 3 枚翼風力発電機が発する、超低域の空気振動に起因す

る被害には、潜伏期は確認されていない。 

（3） 騒音被害は慣れるが、低周波音被害は次第に増強して(鋭敏化)、やがて「低周波音

過敏症」に陥る。騒音と低周波音と両者が存在する場合には、先に騒音被害が現れ

るが、それに遅れて低周波音被害が主役に入れ替わる。 

（4） 騒音は戸を閉めれば楽になる。しかし、低周波音被害は閉めたら苦しくなる。 

（5） 低周波音の苦しさは、音によって緩和される (マスキング) 。 被害者の多くは、

ラジオ、テレビや CD その他の音によって苦しさを紛らわせるという方法を自得し

ている。 

その被害を、簡潔に伝えようとすると、騒音被害は「やかましい」、振動被害は「揺れる」

で表現され、低周波音被害では「不定愁訴」で表現されます。 

症状は、耳鳴り、頭痛、イライラを始めとして、頭重、肩その他の凝り、動悸、胸の圧

迫感や息切れ、めまい、吐き気、食欲不振、胃やおなかの痛み、胃腸のゴロゴロする感覚、

耳の圧迫感や耳閉塞、目や耳の痛み、腰痛、手や足の痛みやしびれ・だるさや疲労感、微

熱、咳、咽頭痛、風邪をひいたような感じなど、成長期の子供や高齢者では鼻出血や歯茎

の出血もあり、睡眠時に音源駆動があれば不眠になります。 

無論、これらの症状が全て揃わなければならないということでもなく、医師が診察して

も客観的な所見がなくて、諸検査でも異常が証明されませんが、こうした複雑多様な各種

の身体被害を訴えるのですから、騒音や振動被害との違いは明白であり、寧ろ「聞こえと

は無関係の症状が多くあります。 

そこで、汐見医師は「明らかに疾患である」として、この被害症状を「低周波音症候群」

と名付けられました。 

低周波音症候群は自律神経失調症に酷似し、医師からも自律神経失調症と診断された被

害者も少なくないのですが、「不定愁訴」とは、明白な器質的疾患が見られないのに、様々

な自覚症状を訴える状態を指し、一般に「自律神経失調症」とは、様々な症状があるにも

拘わらず、検査をしても何も異常が見つからない場合の「診断名」です。ところが、低周

波音被害は、振動源が停止するか、充分な距離を確保できれば被害は解消するのですから、

外因性の疾患であり、医師が確定診断できないことによる「自律神経失調症」とは異なり、

「空気振動の曝露」なる明白な物理現象＝原因が「自律神経失調症」＝結果を生じている

のであって、精神的な理由から「不定愁訴」を生じているのではなく、低周波空気振動曝
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露という外部刺激が作用した結果として、心身に多様な症状を与えているのです。 

また、現在主力の巨大 3 枚翼風力発電機に関係する低周波音被害について、長崎県佐世

保市宇久診療所の有吉靖所長（医師）は「巨大風力発電機周辺の住民の不眠や動悸、頭痛

は臨床医学的には同機を起因とする病的状態である」と述べておられます。 

考察：原因たる空気振動 

空気振動の表現方法は正弦波による表示など色々ですが、多くはエネルギーの大きさを

示す音圧レベル dB（デシベル）＝「音の大きさ」を縦軸に、一秒間の振動数を表す周波数

Hz（ヘルツ）＝「音の高さ」を 1/3 オクターブバンド中心周波数で横軸に表現します。被

害症状は「聞こえ」や「オト」に限定できませんし、オトを考えるなら、音質を考慮しな

ければなりませんが、現在の低周波音や騒音問題では、「不快なオト」を把握できてはいま

せん。つまり、嫌な音の代表である、蚊が耳元で発する「プ～ン」という羽音や、口内で

歯を削る歯科用高速切削器具（エアタービン：30～40 万 rpm）が発する「キーン」という

機械音、爪でガラスや黒板を引っ掻く不快なオトと、ピアノやヴァイオリンの好ましいオ

トとの判別が可能な表現方法を確立し得ていない現状にあります。 

そこで、医師が指摘する、一定の周波数かつ一定の音圧レベルで Peak を形成しつつ継続

する空気振動＝人工音とはどのような空気振動であるかを次に示します。 

考察：自然音と人工音 

次の「図.A」は、3.11 大震災の当夜の余震を捉えた空気振動スペクトルを、時系列でカ

ラー表示した例です。発生時刻 3 月 11 日 22 時 17 分 、震源地は茨城県沖、北緯 36.5 度、

東経 141.8 度、マグニチュード 5.7、計測地は東京での震度 2 程度の地震です。 

 

50 及び 40Hz が家庭用空調機に起因する低周波空気振動＝人工音であり、対して 6.3Hz

以下の周波数の高まりは、地震の揺れが起こした自然音で、低域であるほど発生している

図.A 
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時間が長く継続しています。 

「図.B」は、同じ地震の空気振動を 3 次元で表示しています。周波数も音圧レベルも一

定で継続する人工音に対して、自然音にはそのような特徴がありません。 

 

「図.C」は、5 分間の空気振動を折れ線グラフで表示しています。50Hz の尖鋭な Peak

を示す人工音に対して、低域に示される地震の空気振動は Peak を形成しないまま、3.15Hz

を中心に低域全体が高値となった後、より低域を高値に保ちながら終息しています。

図.B 

図.C 
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考察：背景音と加害音 

私達の生活環境には多様な空気振動

が発生しています。太陽 Energy が原

因で生ずる風や、地震が生み出す自然

音に加えて、工場で使用される空気圧

縮機、大型重機や航空機や車両の発す

るエンジン音と走行時の空気振動、こ

このところ低周波音被害者を急増させ

ているエコキュートやエネファームな

どの「エコ」を冠せられた深夜未明に

駆動する機器からのオトなど、多数の

音源からの低周波音が充満しています。

これら人工音も距離や隔壁によって減

衰しながら放射状に拡散して、発生時

の特徴が認められない空気振動が背景

のオトとなって存在することとなりま

す。 

この背景音に付加され、明らかな

Peak を形成しつつ継続する空気振動

で、周波数の揺らぎが少なく音圧レベ

ルの高低にも変動が少ない人工音、こ

れが加害音です。 

「図.D」は家庭用冷蔵庫の近傍での

低周波音記録で、「図.D1」は稍風の影

響があり、「図.D2」は風の影響が殆ど

ありませんが、波形は酷似していて、

重ねて表示した「図.D」では、冷蔵庫

から 50Hz の人工音が発生して、その波形からは倍音を含めて音圧レベルの違いのみである

ことが分かります。 

また、冷蔵庫のコンプレッサーが稼働していない寒色系（Off）で示される値が〝背景音

〟暖色系（On）で示される値との差が〝加害音〟であり、その周波数が加害周波数です。

尚、本例では 50Hz を取り上げていますが、50Hz 単独の Peak による被害例はありません。 

被害を与えている周波数： 

2011/12/28 17:23:22 の記録「図.E」「図.F」では、1、2、3.15Hz に於いて Peak（卓越

周波数）が認められ、2Hz に於ける「苦しい」と「被害軽微」の音圧レベル差は、61.9 - 42.4 

= 19.5 dB の Energy 差は 89 倍を超えます。また、深夜 01 時前後の時間帯「図.E1」の Peak

発生前後の音圧レベルを比較しても、10 倍を上回る Energy 差が認められます。 
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図.E1 

図.E2 
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図.F1 

図.F2 
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風車起因の低周波音は、しばしば「風のオトだ」などと加害者に依って誤魔化されます

ので、次に強風時の低周波音を「図.G2」で示します。風車のような継続する空気振動は認

められず、風がビューと吹く、その時その時に低域全体に音圧レベルが高まります。 

 

伊方町では、被害者宅近傍の 4 基について、夜間（18 時～翌朝 08 時）停止措置が取ら

図.G1 

風車起因の人工音 

図.G2 

台風の自然音 
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れています。朝 08 時前後の近傍 4 基停止から全基稼働へと変化する低周波音を「図.H」で

示します。由良町と同じ 1、2、3.15Hz に於いて Peak（卓越周波数）が認められます。 

図.H1 

図.H2 

伊方町の風車起因人工音 

伊方町の風車起因人工音 
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結論： 

谷口愛子氏は、広川明神山風力発電所の巨大風車の稼働に伴う、3 年間の低周波音曝露を

受け、耳痛を自覚するまでに症状が悪化して初めて、その原因が風車であることが分かり

ました。屋外に出れば楽になり、御坊市などへ買い物に出かけると体調が回復し、自宅を

離れれば大きな被害はありません。また、由良守生議員の発言にあるように、被害ありと

の声を挙げにくい事情も考えなくてはなりませんが、住民皆が被害者ということではなく、

空間の開閉によるマスク効果を体感されていることからも、個人差が顕著な外因性の自律

神経失調症状を呈する状態は、谷口愛子氏が低周波音症候群を発症されたと判断します。 

尚、2011 年 3 月 12 日朝、前夜就寝時には異常なかった右手が、付け根から全く動かな

くなってしまい、現在までも回復せず、谷口氏は「神経が切れてしまった状態である」と

表現しています。 

病的な「耳鳴り」は場所を移動してもその症状には変化がありませんが、低周波音被害

者が表現する「耳鳴り」は被害地を離れることでその症状は消失しますので、所謂「耳鳴

り」とは別物です。 

また、低周波音被害は、例え 3 日であろうと 1 週間であろうと、その曝露環境を離脱す

れば、被害感覚は少なからず改善することが分かっていますから、旅行であれ避寒であれ、

兎に角、自宅を離れることが望まれます。ご子息宅への一時避難は賢明な対策と考えます。 

対照 Data としての被害が無い空間での低周波音を記録して、被害がある現住居との差を

明確にすれば、医師の意見も、音源側を含めて他者の理解をも得易くなる側面があります。 

結論：メーカーの責任 

製造物責任法（平成六年七月一日 法律第八十五号）第一条（目的）は「この法律は、製

造物の欠陥により人の生命、身体又は財産に係る被害が生じた場合における製造業者等の

損害賠償の責任について定めることにより、被害者の保護を図り、もって国民生活の安定

向上と国民経済の健全な発展に寄与することを目的とする。」と規定していて、ハウスメー

カーや機器メーカー、風力発電事業者には、製造販売する機器装置について、近隣住民及

びユーザーの安全を保障する義務があります。 

工場で使用されるコンプレッサーや工事用重機が多くの低周波音被害者を生み出した事

実を、環境省や学会に属する工学士の指導を得て、援護なきまま孤立する被害者の精神的

な問題にすり替えられ、被害者の苦渋の叫びに耳を閉ざした結果が、今日のエコキュート

やエネファームなど終日稼働する設計の機器が原因の新たな被害者を生み出しました。 

既に、当会にはエコキュートだけでも 40 例を超える被害相談がありましたが、被害者の

要望に応じて、安全な機器だけを販売製造する義務が、メーカーにはあるのですから、本

来、どのような空気振動を生ずる機器装置なのかを開示させれば、彼等は使用者及び近隣

住民の安全を担保していない証拠が明らかになります。 

当該の機器装置が駆動することによって被害を受け、生活が成り立たなくなっているの
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ですから、その機器装置を直ちに撤去するよう請求することとなります。 

結論：被害の拡大 

私が現在の活動を始めてからこれまで、穏やかに暮らしていた多数の家族が、低周波空

気振動曝露を受けて我が家を捨てました。睡眠のため、心身を休めるために貸室を利用さ

れるかた、親族の元へと身を寄せられるかたもあります。自殺未遂事件も自殺も複数発生

し、愛媛県伊方町では巨大 3 枚翼風車近傍で、高齢者の突然死が多発しています。 

自死を選ぶか或いは我が家を捨てるかとの選択をしなければならないほどの苦しさ、そ

して脳梗塞や心筋梗塞や狭心症を惹起した誘因として、大型風車やエネファーム、エコキ

ュート起因の低周波空気振動を疑うまま、被害者が音源側との交渉に難渋し、被害から逃

れられない苦境に追い込まれてしまう理由は、国家が低周波音被害の事実を周知せず、被

害者を精神障害者扱いしている現実があるからです。 

2007 年 10 月 22 日 東京新聞「低周波音〝公害〟恐怖訴え」には、この被害の唯一とも

言い得る、基準値紛いの数値（参照値）が、工学士の手に依って、被害を否定するために

作られたことが明記されています。また、総務省の外局である公害等調整委員会に至って

は、職権による調査時には、被害を与えていた時期とは異なる機器に変更されたこと、或

いは駆動状態を大幅に変更された事実を知りながら、参照値及び参照値同様に骨導音を考

慮しない数値を基準にして被害を否定しています。 

即ち、低周波音被害の有無について、「参照値」をその判断基準として適用することは、

医学を否定し科学を否定することに他なりません。放射線被曝とは異なり、低周波音曝露

によって直ぐに死や、他者が目視できる外傷には至りませんが、誰にでも被害があること

ではなくても、被害者になってしまえば、当たり前の日常が奪われて、普通の生活ができ

なくなることに差はありません。 

寧ろ、極少数のヒトにのみ悪影響を与えることが、影響を受けない大多数の被害者になら

ない人々から孤立して、被害が継続し拡大することになります。 

凡そ 40Hz 以下の空気振動さえ撲滅できれば被害は生じません。しかも、その空気振動は

総てヒトが生み出した機器装置から生じています。エネファーム、エコキュートやエコウ

ィルなどの機器、エンジンなどの現代人の豊かさを支える文明の利器が原因しています。 

巨大 3 枚翼風力発電機、自然冷媒ヒートポンプ給湯機、業務用冷却冷凍設備、燃料電池、

建設工事用大型重機は、深刻な低周波音被害を発生する危険性について、全くその表示も

告知もせずに、これまでの機器に比して、より人に優しい静音設計である、如何にも環境

に優しい、などの印象を植え付けることによって、一般消費者及び行政を誤認させている

ことが、低周波空気振動曝露なる刑事犯罪に結びついています。 

自ら低周波音被害者になることを望むヒトは居ないでしょうし、低周波音加害者になり

たい日本人も居ません。国家が、被害実態を国民に周知し、その対策が可能であることを

告知しさえすれば、産業界は覇権獲得を目指してあっという間に被害を生じない機器装置
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を開発します。大型風車の例を見れば、社会にその被害実態が知られた後、2 年足らずで対

応機器、即ち無振動・無騒音・無低周波音風車の開発を成功させています。 

音源側は元より、行

政窓口の職員にしても、

低周波音被害の存在を、

その過酷さを、誰もが

加害者にも被害者にも

なり得るとの現状を全

く承知していないこと

が普通ですから、被害

が有ることと、それは

自覚症状のみならず医

師の診断があれば尚良

しですが、被害を与え

得る低周波音が発生し

ていることを、伝える

ことが必要です。 

おわりに 

当会は、世界に一人

の低周波音被害の専門

家である汐見文隆医師

に、被害症例を集積し

低周波音症候群が疾患

であるとの社会的認知を獲得するため、Web 上で低周波音被害調査を受け付けています。

2006 年 12 月に開始しましたので丸 5 年が経過しました。風車被害でも、2008 年 2 月から

3 月にかけて TV 朝日の依頼で愛媛県伊方町を、2009 年 5 月から 6 月には南あわじ市で被

害調査を実施しました。その後、今回、谷口氏から調査希望が寄せられるまで、風車被害

地からの依頼は伊方町の荒川氏 1 件のみです。 

音源駆除ができれば風車被害のみならず低周波音被害は消失しますから、特定非営利活

動法人「日本消費者連盟」やメーリングリスト「風力発電全国情報ネットワーク」参加者

のように、音響コンサルタントに多額の成功報酬を支払える豊かな人々はそれで良しとせ

ざるを得ませんが、医師に症例を届けようとする当会の活動を妨害する者らや、低周波音

症候群＝病気の専門家が医師ではなく工学士だとする、読売新聞には抗議もしています。 

朝日新聞 2011 年 11 月 17 日「深夜の給湯器近隣トラブル」に記載された 3 例は、共に医

師の診断書があり、且つ当会の低周波音被害調査に依る低周波音記録も証拠として採用さ

れています。由良守生議員は「低周波音は聞えないから証明できない」と述べておいでで

すが、低周波音の発生状況は至極簡単に証明できます。谷口氏が体験されたように NA-18A
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をホンの少し操作するだけで、医師にも裁判にも通用する、他者に明示できる低周波音発

生記録が得られることは、多数の低周波音被害者が幾度となく実証しています。 

去る 12 月 10 日、日本弁護士連合会は愛媛県伊方町で、巨大風車が原因する低周波音被

害調査の一環として、低周波音被害者に対してヒアリング調査を実施しました。当然のこ

とですが、「典型的な低周波音被害症状があること、被害者宅に於ける低周波音記録がある

こと、医師に依る診断書があること」を対象者の条件とし、伊方町でヒアリングを受けた

方は全員、当会の低周波音被害調査に基づく低周波音記録を手に聞き取りに臨まれました。 

何故、谷口氏や由良守生議員は、低周波音調査が簡単に実施できることを知らなかった

のでしょうか。汐見医師の著作を通じて、或いは、東伊豆での被害調査時の説明や足利工

業大学での講演もしていますから、当会による多数の低周波音計測記録が存在することは、

雑賀光夫県議会議員にも充分に知られています。 

谷口氏の周辺には、環境省と共に、巨大風車をアセスの対象として建設し、新たな自然

破壊と新たな被害者を生み出そうとする、多数の風車建設反対活動家を擬態する者や被害

を偽装する者達が蠢いて居た筈なのです。彼等には、谷口氏にとって、低周波音被害を証

明するためには低周波音記録が不可欠だ、との認識はないのでしょうか。 

本報告書は、谷口氏の被害解消を目指して作成していますが、今現在苦しんでいる多数

の低周波音被害者が一刻も早く被害を回避できること、及び国家の下策によって、明日に

我が会の扉を叩くことになってしまう新たな被害者が一人でも少なくなるように、との願

いを併せ持っていて、日本弁護士連合会にも届けられます。 

由良町正副議長の「一人や二人の被害では話にならん」との暴言は許し難いことではあ

っても、広川町では風車の夜間稼働を停止できているのですから、由良町でも三人の被害

者を集めれば、議会を味方にして事業者と交渉ができる筈です。 

汐見文隆先生のご活動を継承し、全ての低周波音被害者の被害解消に役立つことを願っ

た当会作成の資料が、狙った如く、低周波音症候群被害者のみが被害から逃れられないよ

う置き去りにするとの目的で使用された経緯もあり、他者に開示される場合は添付の参考

資料と共に一括することを前提に、事前にご案内いただくことをお願いいたします。無論、

地元住民や医師、行政窓口や議員に対する被害周知の為の開示については、その限りでは

ありません。 

巨大風車やエコキュートをリコールすべきであると主張される汐見文隆医師や、巨大風

車を一旦停止するように請求された由良守生議員の声を社会に届けなければなりません。

当面は「耳痛」が生じたら、110 番 119 番通報して救急対応を求め、休める空間を確保する

こと、由良町には巨大風車が原因する低周波音に依る公害苦情受付をさせることが必要で

す。 

  以上 
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和歌山県日高郡由良町（ゆらちょう）は、和歌山県のほぼ中央部に位

置する人口約 6300人程の町。町全体は東西に広がり、東側は山地、西

側は紀伊水道に面する。町西部には県立公園白崎海岸があり、石灰岩

でできた幻想的な風景が広がっている。 (Wikipedia) 
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広川明神山風力発電所の操業開始について

2008年11月11日

大阪ガス株式会社

双日株式会社

　大阪ガス株式会社（本社：大阪市中央区平野町、代表者：尾崎 裕）の100%子会社である株式会社ガスアンドパ

ワーインベストメント（本社：大阪市中央区淡路町、代表者：三田 進）と双日株式会社（本社：東京都港区赤坂、代表

者：加瀬 豊）が共同出資する株式会社広川明神山風力発電所（本社：和歌山県有田郡広川町、代表者：末澤 徹）

は、11月11日より操業を開始いたします。

 

　広川明神山風力発電所は、平成17年10月に和歌山県有田郡広川町ならびに日高郡由良町の町界において発電

容量16,000kW（1,000kWの風力発電設備16基）の風力発電事業を行うことを目的に設立されました。建設工事は

平成18年12月に開始し、約2年間の工事期間ならびに試運転期間を経て、本日、操業を開始するに至りました。な

お、広川明神山風力発電所の年間発電量は、約4,100万キロワット時を想定しており、これは一般家庭の消費電力

に換算しますと、約11,000世帯分、二酸化炭素削減量に換算しますと年間約3万トンにもなります。広川明神山風力

発電所は、クリーンエネルギー事業を展開することにより、環境保全に貢献するとともに、地域の発展にも寄与してま

いります。

 

■ 広川明神山風力発電所の所在地

 和歌山県有田郡広川町

　および日高郡由良町の町界

 

■ 広川明神山風力発電所の所在地

・ 会社名  株式会社広川明神山風力発電所

・ 所在地  和歌山県有田郡広川町

・ 代表者  取締役社長　末澤 徹

・ 設立  平成17年10月11日

・ 資本金  4億9,000万円（平成20年11月11日時点）

・ 出資比率  株式会社ガスアンドパワーインベストメント：51％

   双日株式会社：49％

・ 発電所所在地  和歌山県有田郡広川町および日高郡由良町の町界

・ 発電容量  16,000kW（1,000kW×16基）

・ 風力発電機  三菱重工業株式会社製　MWT-1000A

・ 風車の概要  ブレード直径:61.4m　ハブ高さ:68.0m　ブレードの最高点:98.7m

 

■広川明神山風力発電所の写真

大阪ガス：広川明神山風力発電所の操業開始について http://www.osakagas.co.jp/company/press/pr_2008/1174718_793.html
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■風力発電機の概要

 

＜ご参考＞

■ 各社の概要

 ＜大阪ガス株式会社＞

  所在地  大阪府大阪市中央区平野町四丁目1番2号

  代表者名  取締役社長　尾崎　裕

  事業内容  ガス事業、熱供給事業、その他附帯事業等

     

 ＜株式会社ガスアンドパワーインベストメント＞

  所在地  大阪府大阪市中央区淡路町四丁目4番11号

    アーバネックス淡路町ビル6F

  代表者名  取締役社長　三田　進

  事業内容  国内外におけるエネルギー供給事業等

     

 ＜双日株式会社＞

  所在地  東京都港区赤坂六丁目1番20号

  代表者名  取締役社長　加瀬　豊

  事業内容  総合商社

大阪ガス：広川明神山風力発電所の操業開始について http://www.osakagas.co.jp/company/press/pr_2008/1174718_793.html
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Frequency analysis chart 和歌山県日高郡由良町畑
2011/12/28(水)
リオンNA-18A　1F台所窓閉
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縦軸：Sound Pressure Level (decibel)
横軸：1/3 Octave Band Center Frequency
(hertz)
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SPL Isogram NA-18A
Date Time [Hz] [Hz]

2011/12/28 17:23:22 10 Sec
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SPL Isogram NA-18A
Date Time [Hz] [Hz]

2011/12/28 17:23:22 10 Sec
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